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要旨（英文論文不要）：赤外線レーザや赤外線センサー等の赤外線デバイスについての最近の進歩 15mm 

は著しい．これらの進歩は赤外線材料とともに，結晶成長技術の進歩による量子井戸構造の導入や

Si LSI技術に代表される微細加工技術の進歩によるところが大きい．本総説では，このようなナノ

テクノロジー及び材料と赤外線の関係について概観した．前半は，赤外領域の光源，検出器，フォ

トニック結晶，近接場顕微鏡，及び，物性計測がナノテクノロジーとどのようにかかわっているか

を，本特集の解説を踏まえて紹介し，後半では，量子カスケードレーザをはじめとする最近の赤外

線レーザの研究の進展についてまとめた．明朝１０ポイント，３００字程度 

 

一行あけ 
Abstract : The recent development of lasers and sensors in the infrared region is remarkable.  This progress is 

accelerated by the development of the technologies for fine fabrication represented by introduction of quantum 

well structures, which becomes possible by the development of the crystal growth technology, and Si LSI 

techniques.  In this review, th ogy and infrared science and technology is e relation between the nanotechnol

described.  The former part is devoted to the brief introduction of the relation between the nanotechnology and 

infrared sources, detectors, photonic crystals, near-field microscope, and measurements of material properties, 

and the latter part is devoted to the introducion of the recent developments of the infrared lasers.  

一行あけ 
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キーワード，Times１０ポイント５～６語程度（左寄せ），本文間一行あけ 

1.まえがき （タイトル ゴシック体9ポイント，本文 明朝体（和文論

文）Times（英文論文）９ポイント2段組，ページあたり40行目安）

総合科学技術会議が策定した重要分野のうちのひとつに「ナノテク

 

ノロジー・材料」がある ノテクノロジーのみに目が行きそう1)．ナ

であるが，ちゃんと「・」が入って材料も大切であるということに

なっている．材料はさておき，ナノテクノロジーは，最近ではマス

コミでももてはやされ，タレント並にテレビ出番の多い・・・（略） 

一行あけ 

２．ナノテクノロジーと赤外線 

2.1 光源 

 半導体レーザではダブルヘテロ ような 次(DH 1)構造に代表される

元方向の電子と光の閉じ込めによって高効率の特性が得られている

3-5)．・・・（略） 

2.2 検出器 

光源と同様，検出器にも微細加工技術の進展による新しいアイデ

アを用いたものが登場している．この特集の重中氏による解説の   
一行あけ（章・章間）  

３．赤外線レーザの最近の進歩 

半導体材料開発，成長技術や半導体プロセス技術の進歩により， 

今日の赤外線センサ－や赤外線レ－ザ開発は新しい段階に入ってい 

  2mcE =  (1)

る39-41）．赤外線センサ－には，熱型センサ－と半導体等を用いて・・ 
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カラム
マージン

7.5mm 

20mm 
20mm Times１０ポイント，１５０語

数式の上下は1行あける．
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Table 1 Semiconductor lasers operating beyond 2

４．まとめ ．まとめ 

 本総説では，前半で，ナノテクノロジーと赤外線技術との関

連について，光源，検出器，フォトニック結晶，近接場顕微鏡，ナ

ノ物性に分けて概説し，後半では，赤外線レ－ザの最近の進展につ

いて述べてきた．・・・（略） 
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Fig. 1 Maximum operation temperature of mid- and far- 
infra.  Times 9ポイント，行間12ポイント目安

大きさは縦40mm，横30mm程度．
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